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4  次年度以降の計画 
 

4.1  平成 28 年度計画 

平成 28 年度は、平成 27 年度から継続して、教材の実証実験と、学び直し啓発のための学修コミ

ュニティイベントの企画・開催、教育プログラム（大学院修士課程）の試行運用、PBL キャンプを開催

する。また事業成果報告等は、Web サイトでの情報公開、カンファレンス開催、報告書で行う。 

 

 教育プログラムの試行運用（通年、事業アーキテクトコース 2 年次の PBL 試行運用開始、新

規事業戦略科目として「コンセプトデザイン特論」を追加開講） 

 学修コミュニティイベント開催（社会人学び直し啓発・社会人一般対象） 

起業塾 4 回程度 

 Web 記事作成・掲載（社会人学び直し啓発） 

 社会人学び直し推進委員会開催 3 回 

 プログラム開発委員会開催 3 回（作業部会 4 回程度） 

 カンファレンス開催（関係教育機関・企業等対象、情報交換・進捗報告） 1 回 

 外部評価委員会 1 回（学外の委員、大学及び産業界から 5 名程度） 

 教員研修（事例研究及び PBL） 

 教材の実証実験、PBL キャンプ 

 当事業の情報公開 Web サイト（随時更新）、事業成果報告書 作成 

 

表 12: 平成 28 年度計画 

 

4 月 教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

試

 社会人学び直し推進委員会①、プログラム開発作業部会① 

5 月  プログラム開発委員会①、プログラム開発作業部会② 

6 月 起業塾① プログラム開発作業部会③ 

7 月 Web 記事① プログラム開発委員会②、プログラム開発作業部会④ 

8 月 起業塾② 実証実験①、教員研修 

9 月  社会人学び直し推進委員会②、実証実験②、教員研修、PBL キャンプ

10 月 起業塾③  

11 月 Web 記事②  

12 月 起業塾④  
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1 月 行

運

用 

 プログラム開発委員会③ 

2 月 
 

社会人学び直し推進委員会③、外部評価委員会、関係者対象カンフ

ァレンス 

3 月  事業成果報告書 

 

4.2  継続性 

当教育プログラムは、平成 25 年度の運営諮問会議で答申された本学情報アーキテクチャ専攻及

び創造専攻の両専攻横断型のイノベーション人材養成のためのカリキュラムに相当する。したがって、

事業期間中の平成 27 年度から当事業で開発する教育プログラムを順次評価するため、両専攻横断

型の事業アーキテクトコースとして試行設置する。試行設置の評価から教育プログラムの有効性を確

認し、事業期間終了後も、今回設置する両専攻横断型のコースとして継続して設置を維持する計画

である。また、本学では、社会人学び直しの重要性は十分に理解しているため、当教育プログラムの

志願者増を想定し、将来の専攻改編も視野にいれている。 

本学は今まで教員の任期制をとってきた経緯から、教員評価は教育・研究・組織運営・社会貢献

の 4 項目で行われている。学内体制は、本学での教員評価項目の中で教育活動に関して、本教育

プログラムを推進する教員の評価を高める等、教員の誘因及び動機を重視した体制を取ることで、

事業の継続性を確実にすることができる。産学連携体制は、運営諮問会議を中核とした連携体制を

維持し、産業界からの意見を反映し、教育内容の改善を継続する。財源に関しては、本学の一般財

源費により、本事業を継続する体制の維持、特に当事業の継続に必要とされる非常勤講師等の人

件費の予算措置が可能である。 
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